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今月の表紙
　９月２７日、飯田こども園運動会が飯田地区
体育館にて開催されました

▶︎�関連記事は８ページに掲載

特集 ①『九重町モンゴル表敬訪問事業レポート』　
特集 ②『令和４年度九重町決算報告』
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九
重
町
モ
ン
ゴ
ル
表
敬
訪
問
事
業
と
し
て
、
令
和
５
年
９
月
６
日
か
ら

１１
日
に
か
け
て
モ
ン
ゴ
ル
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。
訪
問
団
７
名
に
は
、
議
員

５
名
と
私
、
行
政
よ
り
１
名
が
参
加
し
、
清
水
武
則
元
在
モ
ン
ゴ
ル
特
命

全
権
大
使
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
同
行
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
事
業
の
目
的
は
、
モ
ン
ゴ
ル
に
お
い
て
最
も
有
名
な
温
泉
地
帯
の

一つ
で
あ
る
ツ
ェ
ン
ヘ
ル
・
ソ
ム（
郡
）及
び
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
・
ア
イ
マ
ク（
県
）

の
行
政
関
係
者
に
対
し
、
本
町
よ
り
表
敬
訪
問
並
び
に
Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
行

い
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
国
際
交
流
、
都
市
交
流
に
つ
い

て
調
査
・
研
究
を
行
う
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
ツ
ェン
ヘ
ル
・
ソ
ム
に
お
い
て
は
、
今
後
の
相
互
交
流
に
向
け

て
協
議
を
始
め
る
「
覚
書
」を
ガ
ル
フ
―
ソ
ム
長
と
交
わ
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ツ
ェ
ン
ヘ
ル
・
ソ
ム
、
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
・
ア
イ
マ
ク
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
、
議
会

関
係
者
に
対
し
本
町
お
よ
び
大
分
県
の
魅
力
を
紹
介
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
Ｐ
Ｒ
活
動
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

モ
ン
ゴ
ル
か
ら
九
重
町
へ
来
ら
れ
た
５０
名
の
方
々
に
も
、
郷
土
芸
能
の
披
露

に
よ
る
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
九
重
町
、
日
本
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
え
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
モ
ン
ゴ
ル（
チ
ン
ギ
ス
ハ
ー
ン
国
際
空
港
）へ
は
、
大
分
空
港
発
着
の
外
交

関
係
樹
立
５０
周
年
記
念
チ
ャ
ー
タ
ー
便（
直
行
便
）で
４
時
間
半
の
空
路
で

し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
は
面
積
１
５
６
万
㎢（
日
本
の
約
４
倍
）、人
口
３
４
５
万

人
の
雄
大
な
大
自
然
を
有
す
る
国
で
す
。
首
都
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
は
、
国

の
人
口
の
約
半
分
が
集
ま
る
大
都
市
で
、
中
心
部
に
は
高
層
ビ
ル
や
マ
ン

シ
ョ
ン
、
商
業
施
設
、
建
設
中
の
ビ
ル
等
が
立
ち
並
び
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
人
口
密
集
の
影
響
か
ら
か
平
日
の
交
通
渋
滞

は
非
常
に
激
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
一方
で
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
る
と
、

丘
陵
状
の
場
所
に一軒
家
が
市
街
地
を
取
り
囲
む
よ
う
に
密
集
し
て
お
り
、

更
に
そ
の
周
り
に
は
ゲ
ル
が
集
ま
って
い
ま
す
。
通
訳
の
方
に
尋
ね
た
と
こ
ろ

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
の
人
口
の
う
ち
約
７０
万
人
は
、
ゲ
ル
等
で
の
生
活
を
し
て

お
り
、
お
金
が
た
ま
っ
た
ら
家
を
建
て
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
こ
の
一
帯
は
上
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど
で
、

飲
料
水
な
ど
の
生
活
用
水
は
給
水
所
か
ら
購
入
し
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の

支
払
い
方
法
に
は
電
子
マ
ネ
ー
が
普
及
し
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
そ
の

ギ
ャッ
プ
の
大
き
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
若
い
人
の
姿
を

多
く
見
か
け
ま
す
が
、
モ
ン
ゴ
ル
の
男
性
の
平
均
寿
命
は
６８
歳
、
女
性
は
７６

歳
で
高
齢
者
は
人
口
の
１
割
程
度
と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
も
頷
け
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
を
離
れ
、
今
回
私
た
ち
が
訪
問
し
た
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
・

ア
イ
マ
ク
や
ツ
ェ
ン
ヘ
ル
・
ソ
ム
に
向
か
う
道
は
、
舗
装
さ
れ
て
い
る
も
の
の

道
路
状
態
は
良
い
と
は
言
え
ず
、
幹
線
道
路
か
ら
一
歩
入
る
と
大
草
原
の

中
の
轍
が
道
と
な
って
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
面
を
中
心
に
見
た
場
合
の
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
の
差
は

大
き
い
と
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
住
む
人
々
は

非
常
に
暖
か
く
、
人
を
も
て
な
す
心
に
は
敬
服
の
念
を
抱
か
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
ツ
ェン
ヘ
ル
・
ソ
ム
へ
の
訪
問
で
は
、
ソ
ム
境
ま
で
の
出
迎
え
、
馬

乳
酒
、
伝
統
菓
子
な
ど
に
よ
る
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
来
訪
者
に
対
し
可

能
な
限
り
堪
能
し
て
も
ら
お
う
と
す
る
心
遣
い
な
ど
、
若
い
方
た
ち
の
多
い

中
に
も
か
か
わ
ら
ず
伝
統
も
重
ん
じ
た
そ
の
振
る
舞
い
は
心
に
強
く
残
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
ツ
ェン
ヘ
ル
・
ソ
ム
で
訪
問
し
た
学
校（
１２
年
制
）で
は
、
子
供
た

ち
が
懸
命
に
学
習
を
し
て
い
ま
し
た
。「
将
来
、
日
本
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
う
か
ど
う
か
」の
問
い
に
は
、
多
く
の
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
手
を
挙
げ
て

い
ま
し
た
。

2年生

ツェンヘル・ソムの学校の様子

11年生

　本年度、九重町はモンゴルへの表敬訪問事業を実施しました。この事業は、九重町出身の元在モンゴル
特命全権大使である清水武則氏が架け橋となり実現しました。

九重町モンゴル表敬訪問事業レポート
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モ
ン
ゴ
ル
と
日
本
の
経
済
状
況
を
数
値
で
見

る
と一
人
当
た
り
の
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
モ
ン
ゴ
ル

４
，８
６
３
Ｕ
Ｓ
＄
、
日
本
３
３
，
８
２
２
Ｕ
Ｓ

＄（
２
０
２
２
年 

Ｉ
Ｍ
Ｆ
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
９
９
０
年
以
降
の
民
主
化
に
よ
り
急
速
な
経
済

成
長
を
遂
げ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
地
方
自
治
制

度
や
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル
間
に
お
け
る
交
通
網
な
ど

を
考
慮
す
る
と
今
後
の
交
流
に
お
け
る
方
法
や
規

模
、
内
容
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
検
討
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
人
々
と
の
交
流

や
大
陸
の
風
景
、
歴
史
は
私
た
ち
の
感
性
を
揺
さ

ぶ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
モ

ン
ゴ
ル
は
こ
れ
か
ら
将
来
に
向
か
って
、
資
源
開
発

や
農
業
、
観
光
業
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な
可

能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
表
敬
訪
問
で
繋
が
り
を
得
た
ツ
ェ
ン
ヘ

ル
・
ソ
ム
、
ア
ル
ハ
ン
ガ
イ
・
ア
イ
マ
ク
と
デ
ジ
タ

ル
技
術
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
覚
書
で
確
認
し
た

相
互
訪
問
や
観
光
事
業
な
ど
「
温
泉
の
町
交
流
」

に
つ
い
て
の
協
議
を
継
続
的
に
行
い
、
自
治
体
の

発
展
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
表
敬
訪
問
事
業
は
、
清
水
武
則
元
在

モ
ン
ゴ
ル
特
命
全
権
大
使
の
ご
尽
力
が
無
け
れ
ば

実
施
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
清
水
氏
並

び
に
本
事
業
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た
日
本
、
モ
ン

ゴ
ル
両
国
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
レ
ポ
ー
ト
と

し
ま
す
。

　
（
九
重
町
モ
ン
ゴ
ル
表
敬
訪
問
団

                              

団
長　
日 

野 

康 

志
）

ツェンヘル・ソム（郡）

◎�ツェンヘル・ソムは、6つの地域に分かれており、面積 3,200㎢、農地面
積 149,000ha、森林 82,000ha で、主産業は畜産、農業、観光。モンゴ
ルにおいて温泉で有名な地域。
◎�人口 6,188 人（女性 3,060人、男性 3,128人）、
　0～ 18歳 2,318 人、高齢者 681人。
◎�所帯数1,790のうち、1,533世帯が家畜を飼育（うち、牧畜世帯1389世帯）。
家畜数 366,700 頭（馬 4万、牛 7万、羊 16万、ヤギ 9万、端数は省略）。
◎�ツェンヘル温泉は源泉の温度が 87℃あり、内臓、皮膚に効能あり。その
他にも管内に数カ所の温泉がある。

ツェンヘル・ソム庁舎

民族衣装（デール）での歓迎

放牧の様子（ツェンヘル・ソム）

ガルフ―ソム長との覚書の締結（ツェンヘル・ソム）

ツェンヘル温泉

【覚書概要】
温泉の町交流のため以下について今後、協議を行う。
① 両地方自治体の代表団の相互訪問の実施
② 相 互 訪 問においては、双 方 の自治 体 の 得 意 分 野について施 設

訪問、意見交換を通じて双方が研修機会を提供
③ 両自治体の子供たちが異文化に触れることは大きく飛躍する機

会を創設するものであるとの認識のもとでの青少年の交流
④その他、両自治体の相互理解を深めるための交流事業
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一般会計

　令和４年度の一般会計、特別会計の決算がまとまり、令和５年第３回九重町議会で認定され
ました。皆さんに納めていただいた税金や、国・県から町に入ったお金がいくらで、どのよう
に使われたか、町の財政状況はどうなっているのか、詳しくお伝えします。

令和４年度 九重町決算報告
一般会計の歳入は９４億７，５４２万円、歳出は８５億９，６０７万円。歳入歳出
差引額は８億７，９３５万円となり、翌年度に繰り越す財源を控除した実質収支額
は６億８，７２２万円の黒字となりました。

歳入総額
９４億７,５４２万円

決算に基づく財政状況の指標

依存財源

自主財源

地方交付税

国庫支出金

県支出金 町債

地方税

繰入金

使用料及び手数料

繰越金

諸収入
寄附金
財産収入外
分担金及び負担金

その他

３０.３億円

1５.1 億円

８.３億円 ３.１億円

３.８億円

６４.０％

３６.０％

町　民　税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
入　湯　税

歳出総額
８５億９,６０７万円

民生費

総務費

公債費
教育費

衛生費

土木費

農林水産業費

商工費
消防費

災害復旧費

その他

１５.５億円

１３.３億円

６.９億円
９.６億円

７.０億円

１０.５億円

４.２億円
３.３億円

５.７億円

３.４億円

５.６億円

義務的経費

投資的経費

その他経費 ３０.１％

２５.８％

４４.１％

説明 九重町の比率 早期健全化基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

一般会計などを対象にした実質赤字の標準財政
規模に対する比率

すべての会計を対象にした実質赤字（または資
金不足額）の標準財政規模に対する比率
一般会計などが負担する元利償還金および準元
利償還金の標準財政規模を基本にした額に対す
る比率
一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模を基本にした額に対する比率

公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対
する比率

該当なし １５％

２０％

２５％

３５０％

２０％
経営健全化基準

該当なし

4.7％

該当なし

該当なし

経常収支比率 （８４.５％） （４.７％）実質公債費比率
地方債（借入金）返済に対する財政負担の健全
度を判断するものです。

経常的に見込める収入と、公債費など経常的に支
払う必要がある支出を比べたものです。

歳出は前年度より４,９７７万円
程度減少した決算となりました。
災害廃棄物処理事業の終了や淮園
小学校大規模改修事業の終了など
が主な減額の要因です。

歳入は前年度より１億３６９万
円程度減少した決算額となりま
した。
災害廃棄物処理事業の終了に伴
う国庫支出金や地方債の減、非
課税世帯等に対する給付金事業
の終了に伴う国庫支出金の減な
どが主な減少の要因です。

農林水産業費
６万５,７８３円

農業、林業、畜産業の振興の
ための経費

議会費

９,３９３円
町議会の運営のための経費

総務費

１５万４,０３７円
役場の全般的な事務の経費、
ケーブルテレビの経費

民生費

１８万２３７円
高齢者や障がい福祉、子育て
支援等のための経費

衛生費

８万１,８４８円
保健衛生や疾病予防、ゴミ・
し尿処理のための経費

商工費

３万８,１４１円
商工や観光の振興、大吊橋運
営のための経費

土木費

３万９,６０８円
道路の改良・維持管理や町営
住宅改修のための経費

消防費

 ４万９,０８８円
消防団活動や広域消防の負担
金等の経費

教育費
１１万１,４７８円

学校教育や社会教育、スポー
ツや文化活動のための経費

災害復旧費
１２万１,７８１円

災害復旧のための経費

公債費
８万１１７円

町の借金を返済するための
経費

その他
６万５,５９８円

預金への積立や予備費等

議会費 ０.８億円

（↑）

（↓）

（↑）

（↑）（↑）

（↓） （↑）

（↑）

（↑） （↑）

（↓）（↑）

（　）内の矢印は令和３年度決算と比較した増減

合計９９７,１０９円（↑）町民１人当たりの歳出（一般会計）

３１,７１５万円
８４,１０３万円
４,３７２万円
２,９６８万円
１,６９８万円

１２.５億円

６.２億円

４.１億円

６.２億円

２.２億円

２.２億円
０.２億円

０.５億円
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一般会計

　令和４年度の一般会計、特別会計の決算がまとまり、令和５年第３回九重町議会で認定され
ました。皆さんに納めていただいた税金や、国・県から町に入ったお金がいくらで、どのよう
に使われたか、町の財政状況はどうなっているのか、詳しくお伝えします。

令和４年度 九重町決算報告
一般会計の歳入は９４億７，５４２万円、歳出は８５億９，６０７万円。歳入歳出
差引額は８億７，９３５万円となり、翌年度に繰り越す財源を控除した実質収支額
は６億８，７２２万円の黒字となりました。

歳入総額
９４億７,５４２万円

決算に基づく財政状況の指標

依存財源

自主財源

地方交付税

国庫支出金

県支出金 町債

地方税

繰入金

使用料及び手数料

繰越金

諸収入
寄附金
財産収入外
分担金及び負担金

その他

３０.３億円

1５.1 億円

８.３億円 ３.１億円

３.８億円

６４.０％

３６.０％

町　民　税
固定資産税
軽自動車税
町たばこ税
入　湯　税

歳出総額
８５億９,６０７万円

民生費

総務費

公債費
教育費

衛生費

土木費

農林水産業費

商工費
消防費

災害復旧費

その他

１５.５億円

１３.３億円

６.９億円
９.６億円

７.０億円

１０.５億円

４.２億円
３.３億円

５.７億円

３.４億円

５.６億円

義務的経費

投資的経費

その他経費 ３０.１％

２５.８％

４４.１％

説明 九重町の比率 早期健全化基準

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

資金不足比率

一般会計などを対象にした実質赤字の標準財政
規模に対する比率

すべての会計を対象にした実質赤字（または資
金不足額）の標準財政規模に対する比率
一般会計などが負担する元利償還金および準元
利償還金の標準財政規模を基本にした額に対す
る比率
一般会計などが将来負担すべき実質的な負債の
標準財政規模を基本にした額に対する比率

公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対
する比率

該当なし １５％

２０％

２５％

３５０％

２０％
経営健全化基準

該当なし

4.7％

該当なし

該当なし

経常収支比率 （８４.５％） （４.７％）実質公債費比率
地方債（借入金）返済に対する財政負担の健全
度を判断するものです。

経常的に見込める収入と、公債費など経常的に支
払う必要がある支出を比べたものです。

歳出は前年度より４,９７７万円
程度減少した決算となりました。
災害廃棄物処理事業の終了や淮園
小学校大規模改修事業の終了など
が主な減額の要因です。

歳入は前年度より１億３６９万
円程度減少した決算額となりま
した。
災害廃棄物処理事業の終了に伴
う国庫支出金や地方債の減、非
課税世帯等に対する給付金事業
の終了に伴う国庫支出金の減な
どが主な減少の要因です。

農林水産業費
６万５,７８３円

農業、林業、畜産業の振興の
ための経費

議会費

９,３９３円
町議会の運営のための経費

総務費

１５万４,０３７円
役場の全般的な事務の経費、
ケーブルテレビの経費

民生費

１８万２３７円
高齢者や障がい福祉、子育て
支援等のための経費

衛生費

８万１,８４８円
保健衛生や疾病予防、ゴミ・
し尿処理のための経費

商工費

３万８,１４１円
商工や観光の振興、大吊橋運
営のための経費

土木費

３万９,６０８円
道路の改良・維持管理や町営
住宅改修のための経費

消防費

 ４万９,０８８円
消防団活動や広域消防の負担
金等の経費

教育費
１１万１,４７８円

学校教育や社会教育、スポー
ツや文化活動のための経費

災害復旧費
１２万１,７８１円

災害復旧のための経費

公債費
８万１１７円

町の借金を返済するための
経費

その他
６万５,５９８円

預金への積立や予備費等

議会費 ０.８億円

（↑）

（↓）

（↑）

（↑）（↑）

（↓） （↑）

（↑）

（↑） （↑）

（↓）（↑）

（　）内の矢印は令和３年度決算と比較した増減

合計９９７,１０９円（↑）町民１人当たりの歳出（一般会計）

３１,７１５万円
８４,１０３万円
４,３７２万円
２,９６８万円
１,６９８万円

１２.５億円

６.２億円

４.１億円

６.２億円

２.２億円

２.２億円
０.２億円

０.５億円
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その他特定目的基金減債基金

財政調整基金

41.1

11.0

13.3

特別会計 特別会計は、九重町が特定の事業を行う場合、その事業で得られる収入を財源として
支出するため、一般会計とは別に経理を行う会計です。

区分 国民健康保険 水道 飯田高原診療所 介護 後期高齢者医療

歳入決算額

歳出決算額

収支差額

14 億 6,785 万円

15 億 5,582 万円

8,797 万円

1億 989 万円

1億 3,405 万円

2,416 万円

5,889 万円

6,014 万円

125 万円

14 億 3,387 万円

15 億 2,513 万円

9,126 万円

1億 5,734 万円

1億 5,744 万円

10 万円

基金残高推移

基金（町の貯金）は法律や条例に
基づいて設置されるもので、特定
の目的のために活用することがで
きます。九重町には普通会計に２
４の基金があります。令和４年度
末で約６５．５億円となっていま
す。

地方債残高推移

地方債（借入金）は後年での負担す
る公債費（借金返済）の増加を抑制
するため、国の財政措置のある有利
なものに限り発行し、残高の抑制に
努めています。残高は令和４年度末
で約５０．６億円です。

基金残高（年度末現在高）
事業別地方債残高

６５.５億円

　財政調整基金については、突発的な災害等への対応も考慮して、標準財政規模の３０%程度（約１２億円）を
目途に積立てを行ってきました。令和４年度は取崩しを行なったものの、前年度決算積立により昨年度より４，
６４６万円程度増額しています。

区　　　　　分
財 政 調 整 基 金

その他の特定目的基金合計
基　金　合　計

11億388万円
28億3,300万円

2,848万円
  84万円
2,424万円
1,082万円
5,683万円
580万円
475万円

5億2,304万円　　
   989万円
1,292万円
113万円
5,681万円

36億1,813万円
1億9,746万円
1,000万円
2億746万円

38億2,558万円
   62億2,092万円

令和４年度
13億3,791万円
11億481万円
30億2,411万円

2,848万円
84万円

2,426万円
1,083万円
5,688万円
560万円
450万円

6億3,518万円
389万円
2,393万円
266万円
5,231万円

   39億189万円
1億9,746万円
1,000万円
2億746万円

   41億934万円
65億5,207万円

基金の目的
年度間の財源の変動に備えて積み立てる基金
地方債の返済を計画的に行うための基金
町有施設を整備するための基金
福祉活動促進及び生活環境整備のための基金
医療機器等の整備を図るための基金
生活環境保全及び環境整備を図るための基金
土地改良施設の維持管理を図るための基金
旧国鉄の路線廃止に伴う代替交通のための基金
飯田小学校の図書整備のための基金
緑陽中学校の図書整備のための基金
ふるさと創生事業の実施のための基金
こども園における園バス運営のための基金
小中学校の校外活動のための基金
農地整備事業のための基金
森林整備促進のための基金
公共施設の整備や生活環境改善のための基金

福祉事業の円滑な運営を図るための基金
高齢者福祉の増進のための基金

※万円未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。

※万円未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。

減　　債　　基　　金
町有施設整備基金
地域振興基金
飯田高原診療所施設整備基金
環境整備基金
ふるさと農村活性化基金
スクールバス事業基金
飯田小学校図書整備基金
緑陽中学校図書整備基金
ふるさと創生事業基金
園児送迎バス運営基金
学校教育振興基金
松木ダム小水力発電施設基金
森林環境譲与税基金

取崩し型　小計
九重町福祉基金
足立敬老年金基金
果実運用型　小計

そ 

の 

他 

特 

定 

目 

的 

基 
金

）
型
立
積
（
型
し
崩
取

実
　
果

型
用
運

　減債基金については、令和２年７月豪雨災害における災害復旧事業や防災行政無線デジタル化事業等の大型事
業への借入への償還において一般財源が圧迫しないよう余剰財源を活用した積立てを行いながら、適切に運用し
ていきます。

　町有施設整備基金については、今後老朽施設の長寿命化対策に多大な財源が必要となることから、個別施設計
画の策定を行い、適切な基金運営を図っていきます。

５０．６億円

令和３年度
区　　　分

合　　　計

384万円

2億2,096万円

4億4,952万円

1,632万円

8,124万円

2億3,134万円

2億7,535万円

   19億591万円

309万円

2,125万円

22億2,188万円

54億3,068万円

償還額

384万円

2,521万円

472万円

814万円

414万円

2,112万円

1,727万円

3億5,041万円

166万円

301万円

2億3,779万円

6億7,731万円

発行額
0

0

9,560万円

0

0

0

6,280万円

1億円

0

0

4,847万円

3億687万円

令和３年度

0

1億9,574万円

5億4,040万円

818万円

7,710万円

2億1,022万円

3億2,088万円

16億5,550万円

144万円

1,824万円

20億3,255万円

50億6,023万円

公 共 事 業 等 債

公 営 住 宅 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

緊急防災減債事業債

全 国 防 災 事 業 債

教育・福祉施設整備債

一 般 単 独 事 業 債

過 疎 対 策 事 業 債

財 源 対 策 債

減 税 補 て ん 債 等

臨 時 財 政 対 策 債

令和４年度

財政運営（普通会計）

　
災害復旧事業債 　　9,560万円
・過年度災害復旧に要する費用と
  して

　

　臨時財政対策債  ４,847万円
・地方一般財源不足に対処する特
　例発行分として

起債の内容 12億9,145万円

特定防衛施設周辺整備事業調整交付金事業基金 4,958万円 2,842万円

一般単独事業 6,280万円
・防災行政無線デジタル化、急傾
　斜地崩落対策、砂防施設再生市
　町村営急傾斜事業に要する費用
　として
過疎対策費事業 　1億円
・ソフト事業分は地方路線バス運
　行費補助、コミュニティバス運
　行費補助に要する費用として
・ハード事業分は文化センターリ
　フレッシュ事業等に要する費用
  として
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その他特定目的基金減債基金

財政調整基金

41.1

11.0

13.3

特別会計 特別会計は、九重町が特定の事業を行う場合、その事業で得られる収入を財源として
支出するため、一般会計とは別に経理を行う会計です。

区分 国民健康保険 水道 飯田高原診療所 介護 後期高齢者医療

歳入決算額

歳出決算額

収支差額

14 億 6,785 万円

15 億 5,582 万円

8,797 万円

1億 989 万円

1億 3,405 万円

2,416 万円

5,889 万円

6,014 万円

125 万円

14 億 3,387 万円

15 億 2,513 万円

9,126 万円

1億 5,734 万円

1億 5,744 万円

10 万円

基金残高推移

基金（町の貯金）は法律や条例に
基づいて設置されるもので、特定
の目的のために活用することがで
きます。九重町には普通会計に２
４の基金があります。令和４年度
末で約６５．５億円となっていま
す。

地方債残高推移

地方債（借入金）は後年での負担す
る公債費（借金返済）の増加を抑制
するため、国の財政措置のある有利
なものに限り発行し、残高の抑制に
努めています。残高は令和４年度末
で約５０．６億円です。

基金残高（年度末現在高）
事業別地方債残高

６５.５億円

　財政調整基金については、突発的な災害等への対応も考慮して、標準財政規模の３０%程度（約１２億円）を
目途に積立てを行ってきました。令和４年度は取崩しを行なったものの、前年度決算積立により昨年度より４，
６４６万円程度増額しています。

区　　　　　分
財 政 調 整 基 金

その他の特定目的基金合計
基　金　合　計

11億388万円
28億3,300万円

2,848万円
  84万円
2,424万円
1,082万円
5,683万円
580万円
475万円

5億2,304万円　　
   989万円
1,292万円
113万円
5,681万円

36億1,813万円
1億9,746万円
1,000万円
2億746万円

38億2,558万円
   62億2,092万円

令和４年度
13億3,791万円
11億481万円
30億2,411万円

2,848万円
84万円

2,426万円
1,083万円
5,688万円
560万円
450万円

6億3,518万円
389万円
2,393万円
266万円
5,231万円

   39億189万円
1億9,746万円
1,000万円
2億746万円

   41億934万円
65億5,207万円

基金の目的
年度間の財源の変動に備えて積み立てる基金
地方債の返済を計画的に行うための基金
町有施設を整備するための基金
福祉活動促進及び生活環境整備のための基金
医療機器等の整備を図るための基金
生活環境保全及び環境整備を図るための基金
土地改良施設の維持管理を図るための基金
旧国鉄の路線廃止に伴う代替交通のための基金
飯田小学校の図書整備のための基金
緑陽中学校の図書整備のための基金
ふるさと創生事業の実施のための基金
こども園における園バス運営のための基金
小中学校の校外活動のための基金
農地整備事業のための基金
森林整備促進のための基金
公共施設の整備や生活環境改善のための基金

福祉事業の円滑な運営を図るための基金
高齢者福祉の増進のための基金

※万円未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。

※万円未満四捨五入のため、合計が一致しない場合があります。

減　　債　　基　　金
町有施設整備基金
地域振興基金
飯田高原診療所施設整備基金
環境整備基金
ふるさと農村活性化基金
スクールバス事業基金
飯田小学校図書整備基金
緑陽中学校図書整備基金
ふるさと創生事業基金
園児送迎バス運営基金
学校教育振興基金
松木ダム小水力発電施設基金
森林環境譲与税基金

取崩し型　小計
九重町福祉基金
足立敬老年金基金
果実運用型　小計

そ 

の 

他 

特 

定 

目 

的 

基 

金

）
型
立
積
（
型
し
崩
取

実
　
果

型
用
運

　減債基金については、令和２年７月豪雨災害における災害復旧事業や防災行政無線デジタル化事業等の大型事
業への借入への償還において一般財源が圧迫しないよう余剰財源を活用した積立てを行いながら、適切に運用し
ていきます。

　町有施設整備基金については、今後老朽施設の長寿命化対策に多大な財源が必要となることから、個別施設計
画の策定を行い、適切な基金運営を図っていきます。

５０．６億円

令和３年度
区　　　分

合　　　計

384万円

2億2,096万円

4億4,952万円

1,632万円

8,124万円

2億3,134万円

2億7,535万円

   19億591万円

309万円

2,125万円

22億2,188万円

54億3,068万円

償還額

384万円

2,521万円

472万円

814万円

414万円

2,112万円

1,727万円

3億5,041万円

166万円

301万円

2億3,779万円

6億7,731万円

発行額
0

0

9,560万円

0

0

0

6,280万円

1億円

0

0

4,847万円

3億687万円

令和３年度

0

1億9,574万円

5億4,040万円

818万円

7,710万円

2億1,022万円

3億2,088万円

16億5,550万円

144万円

1,824万円

20億3,255万円

50億6,023万円

公 共 事 業 等 債

公 営 住 宅 事 業 債

災 害 復 旧 事 業 債

緊急防災減債事業債

全 国 防 災 事 業 債

教育・福祉施設整備債

一 般 単 独 事 業 債

過 疎 対 策 事 業 債

財 源 対 策 債

減 税 補 て ん 債 等

臨 時 財 政 対 策 債

令和４年度

財政運営（普通会計）

　
災害復旧事業債 　　9,560万円
・過年度災害復旧に要する費用と
  して

　

　臨時財政対策債  ４,847万円
・地方一般財源不足に対処する特
　例発行分として

起債の内容 12億9,145万円

特定防衛施設周辺整備事業調整交付金事業基金 4,958万円 2,842万円

一般単独事業 6,280万円
・防災行政無線デジタル化、急傾
　斜地崩落対策、砂防施設再生市
　町村営急傾斜事業に要する費用
　として
過疎対策費事業 　1億円
・ソフト事業分は地方路線バス運
　行費補助、コミュニティバス運
　行費補助に要する費用として
・ハード事業分は文化センターリ
　フレッシュ事業等に要する費用
  として
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まちの話題

　　９月１７日、９月２７日、１０月４日にここのえみつばこども園３～５歳児の運動会が、９月２７日に飯田こども園の運動
会が開催され、園児の皆さんは練習の成果を存分に発揮していました。

こども園運動会

ここのえみつばこども園

飯田こども園

広報ここのえ　2023.10月号広報ここのえ　2023.10月号 88



 9
  15 最高齢者お祝い訪問

９月２０日に１００歳を迎えられ
た武田マキヱさん。二桁年
齢最後の日に詠まれた短歌
を披露されていました。
「人事のように思えて百の声
   愛あるケアに日日楽しい」

▶︎

◀︎９月２３日に１００歳を迎えられ
た中谷記

き よ の ぶ
代亘さん。健康の

秘訣は「５０年間続けている
体操と程よい食事を心がける
事」との事でした。

百歳おめでとうございます

　敬老の日より少し早い９月１５日に、日野町長が九重
町最高齢者の男女をお祝い訪問し、花束と記念品を贈
りました。
　男性の最高齢者は麻生鉄雄さん（見留）で大正１１年
１月２９日生まれの１０１歳、現在町内の介護施設に入居
されています。

　女性の最高齢者は、穴井フキノさん（中村）で大正７
年１２月２日生まれの１０４歳、現在日田市の病院に入院
されています。
　お二人ともご家族と一緒にお祝いすることができまし
た。おめでとうございます。

広報ここのえ　2023.10月号広報ここのえ　2023.10月号99



 9
  4 ご寄附ありがとうございます

（左から）日野町長、玖珠農業高校同窓会穴井裕康会長

　玖珠農業高等学校同窓会と森高等学校同窓会の合
併に伴う残余財産の処分として、玖珠農業高等学校
同窓会より３０万円の寄付をいただきました。
　穴井会長からは、「九重町には麻生釣に実習場をは
じめ玖珠農業高校に支援していただき感謝している。
少しでも恩返しになれば。」と話されていました。

 9
20 人権を考える講演の夕べ

講演会には250名以上の方が参加されていました

　９月２０日、「第４７回人権を考える講演の夕べ」が九
重文化センターにて開催されました。
　この講演会は毎年開催されており、今年は「私は
部落から逃げてきた」の演題で、西日本新聞社の西
田昌矢さんよりご講演いただきました。
　九重町では、隣保館や九重文化センターで人権の
学習会を開催しています。ご参加をお待ちしています。
　

 9
20 国体優勝目指して！

かごしま国体に出場する時松幸義さん（中央）

　９月２０日、２０２３かごしま国体にゲートボールの種
目で出場する時松幸義さんが出場報告に訪れました。
　時松さんは同じく町内の永樂大樹さんとともに大分
県内のメンバーで構成された「チーム一心」で県予選
を突破し九州予選にて国体への出場を決めています。
　時松さんは、「前回の茨城国体では準優勝だった
ため、今回は優勝したい」と目標を話されていました。
　

 9
  1 全国大会出場！

町長、教育長、緑陽中校長と女子ホッケー部の皆さん

　９月１日、ここのえ緑陽中学校の女子ホッケー部が第
５３回全日本中学生ホッケー選手権への出場報告を行
いました。
　今回は、大分アスリートホッケークラブとして出場し
ており、大会は８月１９日から２１日の間、岡山県で開催
されました。
　本大会で、強化指定選手にも選ばれた寺村朱鷺キャ
プテンは、「最高の仲間と最後までホッケーをできてよ
かった」と話されていました。

まちの話題

広報ここのえ　2023.10月号広報ここのえ　2023.10月号 1010



 9
  21 知事とのふれあい対話

対話会には小川県議会議員や日野町長も参加しました

　９月２１日、佐藤樹一郎知事と筋湯温泉観光協会と
の対話会が開催されました。
　対話会では、筋湯温泉の現状や課題などを説明し、
その課題について知事が答える形で進められました。
　筋湯温泉では、若い後継者への承継が進んでいる
旅館も多くあり、佐藤知事は若い方の話も積極的に聞
かれていました。

 9
  21 喫煙マナー向上のために

喫煙マナー向上のため毎年数回行われています

　９月２１日、野上商店街にて清掃美化活動（スモーキ
ンクリーンキャンペーン）が行われました。
　本活動は、玖珠郡たばこ販売連絡協議会が中心とな
り、喫煙マナーの啓蒙を図ることを目的に行われてい
ます。
　当日はあいにくの雨でしたが、皆さん熱心にゴミ拾い
を行われていました。

　９月は、大正１２年９月１日に関東大震災が起こったことに加え、災害の多い時期でもあることから防災月間となって
います。九重町では、今年度は避難訓練や児童・生徒の引渡し訓練を９月に行いました。

　９月２２日に下尾本行政区で避難訓練が行われ
ました。この行政区では、令和４年６月に防災見
守りマップが作成されています。今回はマップで
決めた通り、下尾本集会所に集合後、避難所で
ある九重文化センターに向かいました。

　９月１５日には災害時を想定した
児童・生徒の引渡し訓練が町内
の小中学校、こども園にて行われ
ました。

防災訓練を行いました!

▲班ごとに集会所に集合。お互いに声をか
け一緒に避難。駐在所や消防団も協力して
くれました。

▲集会所から文化センターへみんなで避難。
みんなで訓練のふり返りを行いました。

広報ここのえ　2023.10月号広報ここのえ　2023.10月号1111



こども園、保育所・幼稚園の支給認定・入所申請の受付が始まります
●お問い合わせ　子育て支援課　☎０９７３－７６－３８２８

　令和６年度のこども園・保育所・幼稚園の支給認定及び入所申請の受付を、１１月１７日より開始します。

●０ 歳～５歳（就学前）の乳幼児で、保護者の就労・就学、病気療養、求職活動等の理由により、認定こども園や
保育所での保育が必要な方。[０～２歳：３号　３～５歳：２号 ]

● 上記に該当しない３歳～５歳（就学前）の幼児で、認定こども園・幼稚園の利用を希望される方。［３～５歳：１号］

１１月１７日（木）～
みつばこども園、飯田こども園、子育て支援課（役場１階）

（マイナポータルの「ぴったりサービス」を用いたオンライン申請可）

１１月２２日（水）～１２月２２日（金）
町内施設利用中の方：利用中のこども園または子育て支援課
新規入園希望または町外施設利用中の方：子育て支援課

※詳しくは手引きをご確認ください

※幼稚園の入園資格については、施設ごとに違いますので、希望する園にお問い合わせください。
※１号認定の入園資格については、令和６年４月１日時点で３～５歳の幼児となります。

※就労証明書等の添付書類は、直接窓口にご提出ください。

配布期間

受付期間

配布場所

提出場所

対 象 者

受 付 期 間

町 内 施 設

申込書配布

▲九重町ホームページ
（記入例等もご覧いただけます）

●継続入所の方も全員、申込みが必要です。
● 各園の入所可能な園児数を超えた申込みがあった場合、入所選考を行った上で、第 1 希望以外の園への

入所、もしくは入所を待機いただく場合があります。あらかじめご了承ください。
●受付期間中に提出された申込書は、第 1 次選考として優先的に審査します。
●町外のこども園や保育園、幼稚園を利用する方も、九重町に申請書を提出してください。

子育てのための施設等利用給付（幼稚園の一時預かり・認可外保育施設等のサービスを利用し無
償化を受けるために必要となる認定）を継続する場合も申請が必要です。詳しくは、お問い合わせ
先までご連絡ください。

施　設　名 住　所 電話番号

ここのえみつばこども園 九重町大字引治 508 番地の 1 ☎ 0973-73-2555

ここのえ飯田こども園 九重町大字田野 1624 番地の 9 ☎ 0973-73-3590
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１１月は「児童虐待防止推進月間」です
●お問い合わせ　子育て支援課　☎０９７３－７６－３８２８

　児童相談所への児童虐待の相談件数は増加の一途をたどっており、子どもの命が失われる痛ましい事件が続いて
います。こうしたことを踏まえ、２０２０年４月１日から体罰が許されないものであることが決定されました。

　労働者やそのご家族の方、フリーランス、事業
主の方など働いている皆さまからの、労働に関す
るお悩みについての相談を県の労働相談員がお受
けします。当日来場できない方はお電話での相談
も可能です。相談は無料、予約も不要ですので、
一人で悩まず、この機会にお気軽にご相談ください。

●とき　１０月２５日（水）午前１１時～午後３時
●ところ　九重町役場１階　１０２会議室
●相談方法　来場または電話による相談
※電話によるご相談はフリーダイヤル
　☎０１２０－６０１－５４０
　携帯・スマホ・公衆電話からは
　☎０９７－５３２－３０４０

　マイナンバーカードの申請及び交付について
の時間外窓口を下記の日程で開設します。事前
にご予約のうえ、是非ご利用ください。
★予約方法
開設日の前開庁日（土日祝日除く）の午前 8 時 30 分～午
後 5 時までにお問い合わせ先まで電話でご予約ください。

●お問い合わせ�
　商工観光・自然環境課　������☎０９７３－７６－３８０７
　�県労政・相談情報センター　☎０９７－５３２－３０４０

●お問い合わせ�
　��� 住民課　☎０９７３－７６－３８０２

労働なんでも相談会 マイナンバーカード
時間外窓口のお知らせ

★開設予定日

平
　
日

休
　
日

11 月　7日（火）
11 月24日（金）
12 月　5日（火）
12 月２1日（木）

午後５時～
� � �午後７時

11 月11日（土）
11 月２6日（日）
12 月 �9 日（土）
12 月２4日（日）

午前９時～
� � � � � � �正午

児童相談所
虐待対応
ダイヤル
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町営住宅等の入居者を募集します
●お問い合わせ　建設課　☎０９７３－７６－３８１１　

次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料から２８，０００円／月を減額。
（１） 入居時点において新婚世帯で、かつ、入居日から５年を超えていない世帯又

は妊娠している者がいる世帯。
（２） 入居時点において子育て世帯又は新婚世帯で、かつ、同居の子が規則で定

める学校に在学しており、１８歳に達する日以後の最初の３月３１日を迎えてい
ない世帯。

次のいずれかの条件を満たす方は、基本住宅使用料から１２，０００円／月を減額。
（１）入居時点において若者単身者で、４０歳以下の者による単身世帯。
（２）入居時点において若者単身者で、新婚世帯または子育て世帯となった世帯。

●入居予定日：令和５年12月１日（金）から
●敷金（入居時住宅使用料の３月分）を入居手続きの際に納入が必要です。
●入居後、共益費が必要です。
●申込みには、所得制限等の要件があります。応募が多数の場合は抽選会を行います。
●申込書は建設課（役場２階）に用意しています。九重町ホームページからもダウンロードできます。
●町営住宅の使用制限措置に基づき、暴力団関係者と判明した場合は、入居できません。

住　		 	 	 	 所：
募 集 戸 数：
住宅使用料等：
駐車場使用料

住　		 	 	 	 所：
募 集 戸 数：
そ の 他：
住宅使用料等：
駐車場使用料

住　		 	 	 	 所：
募 集 戸 数：
そ の 他：
基本住宅使用料：
駐車場使用料：

募 集 戸 数：
そ の 他：
基本住宅使用料：
駐車場使用料：

基 本 減 額

基 本 減 額

募集期間：令和５年	10月16日（月）	～	10月31日（火）	午後5時まで

九重町大字右田３１５０番地
一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月

九重町大字右田６８７番地
一般世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
ＩＨクッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要
住宅使用料は所得によって決定。
１，０００円／月

九重町大字右田２０２２番地の１
新婚・子育て世帯向け１戸（３ＬＤＫ）
IH クッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要。
７８，０００円／月
１，０００円／月（１台分）

若者単身世帯向け３戸（１ＤＫ）
IH クッキングヒーター（２０Ａ措置タイプ）が必要。
52，０００円／月
１，０００円／月（１台分）

松岡台住宅

豊後中村住宅

奥野住宅

町
営
住
宅

地
域
優
良
賃
貸
住
宅

申
込
み
に
つ
い
て

▲九重町ＨＰ
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合併浄化槽の設置は今がチャンス！
●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

　コンポスト（生ごみ処理容器）の利用で、可燃
ごみ排出量を減らし、堆肥化することにより家庭
菜園などにも利用できます。処理容器の購入補
助金制度もありますのでぜひご利用ください。

　家庭廃棄物を鳥獣、犬猫、風雨等による散乱
を防止し町民の良好な生活環境の保全を図るた
め、集積を行うごみステーションの整備について
以下のとおり設置代表者へ補助金を交付します。

① ごみ収集箱の既製品を購入した場合は、４分の１
以内を補助とし、上限額は２０，０００円までとします。

② ごみ収集箱を業者等に製作依頼した場合は、２分
の１以内を補助とし、上限額は１０，０００円までとし
ます。

③ ごみ収集箱は自主製作する場合は、原材料費の２
分の１以内を補助とし、上限額は１０，０００円までと
します。

④ カラスネットを購入した場合は、２分の１以内を補助
とし、上限額は２，０００円までとします。
※令和３年度から令和５年度までの補助事業です。　

　生ごみ処理容器購入金額の２分の１を補助しま
す。ただし、百円未満は切り捨てとし、上限額は
５，０００円までとします。
※補助制度の利用は、１家庭につき生ごみ処理
容器２基分までで、５年間は再度
の補助を受けられませんので、ご
注意ください。

　合併浄化槽は、家庭から出る雑排水（風呂、台所、洗濯等）や屎尿処理水を、微生物の力を活用し汚れた水を
きれいにする設備です。九重町では、３２％の家庭で生活排水が未処理のまま、水路や川へ流れだしているのが
現状です。また合併浄化槽を設置しても適切な維持管理を行わないと浄化機能が落ち、水質の悪化や悪臭の発
生を招くなど、地域の生活環境に影響を与えます。
　筑後川の源流に住む私たちの責務として、生活環境の保全及び公衆衛生の向上に取り組みましょう。
　生活環境改善のため、汲み取りや単独浄化槽から転換時の合併浄化槽設置費用の補助を行っています。

合併浄化槽の適切な維持管理のため、次の 3 つをしっかり行いましょう。
①保守点検・・・機械の調整や空気量などの設定を行い、浄化槽の機能維持を図ることを目的としています。
②清　　掃・・・浄化槽の機能を回復させるため、たまった固形物や汚泥を引き抜き、装置の洗浄を行います。
③法定検査・・・法定検査は、保守点検や清掃が適切に行われているかを水質の検査を行っています。

◆合併浄化槽設置後の維持管理はしっかりと！

【購入補助金制度】

●お問い合わせ�
　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

●お問い合わせ�
　商工観光・自然環境課　☎０９７３－７６－３１５０

※�合併から合併への転換や増改築を
伴う場合等補助対象にならない場
合があります。

※�予算の定める範囲内になりますので
申請を受け付けられないこともあり
ます。

5人槽

設置区分
補助金額

新築

３３２，０００円 ５３２，０００円

６１４，０００円

７４８，０００円

１２０，０００円

９０，０００円

３００，０００円

４１４，０００円

５４８，０００円

既存住宅での設置

7人槽

10人槽

単独浄化槽撤去費

汲取り槽撤去費

宅内配管工事費

家庭から出る生ごみを
堆肥として利用しませんか？

既存のごみステーションを
整備しませんか？
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小規模集落対策について
●お問い合わせ　まちづくり推進課　☎０９７３－７６－３８０７

１０月は「みんなで延ばそう健康寿命」推進月間です！
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

　九重町では、令和５年３月末現在、全１４０自治区のうち、４６自治区が小規模集落に該当しています。九重町内に
おける小規模集落が占める割合は３２パーセントとなっています。

　大分県では男女ともに健康寿命日本一を目指すため、健康指標を用いて、各市町村の現状を「見える化」し、市
町村毎のランキングを毎年８月に公表しています。九重町では「歯と口の健康」「睡眠で休養」「喫煙（男性）」「健
診受診」に課題（グラフの数字は県内順位）があります。健康寿命上位を維持できるように、ご家族や地域の方 と々
一緒に健康づくりに取り組みましょう。

※健康寿命とは、健康上の問題で日常生活が制限されることなく生活できる期間を指します。
※�市町村は人口規模が小さく、国と同様の調査による「健康寿命」の算出は困難なため、類する指標として｢お達者年齢」を　　　
大分県が毎年公表しています。（Ｈ２９～Ｒ３平均）

高 齢 化 率とは・・・６５歳以上の高齢者が総人口に占める割合
小規模集落とは・・・６５歳以上の高齢者が自治区の総人口の５０％以上を超える自治区のこと

　小規模集落などの条件不利地域での生活を守るため
に、地域住民、地域コミュニティ組織等、様々な主体が実
施する長期的に機能する地域課題の解決につながる事業
などが対象です。
　県と九重町で事業費の 19/20 以内を補助します。

　人手不足で困難になっている集落の共同作業（集落の
作業である里道などの補修や草刈り、集会所や公民館、
公園の掃除や水路の泥上げ、簡易水道タンクの清掃、祭
りの準備や御輿担ぎなど）を、企業やＮＰＯ、ボランティ
ア団体などの活動団体に支援をいただくものです。

小規模集落対策事業について
≪小規模集落等支援事業費補助金≫ ≪小規模集落応援隊≫

健康寿命を延ばす３つの鍵　　「減塩マイナス3g」「野菜350g」「歩数プラス1500 歩」

あなたが元気ならみんなが嬉
しい！大分県の健康寿命をみ
んなで延ばそう！

大分県の健康寿命 九重町のお達者年齢

男�性 73 .72 歳（全国１位） 8１.１０歳（県内１位）

女�性 76 .60 歳（全国４位） 8５.９８歳（県内２位）

【女性】 お達者年齢
特定健診受診率

特定保健指導受診率

血圧高値

空腹時血糖

身体活動睡眠で休養

喫煙習慣

食べる速度

何でもかめる

通いの場参加率

歩得ダウンロード

メタボリック
シンドローム該当

【男性】 お達者年齢
特定健診受診率

特定保健指導受診率

血圧高値

空腹時血糖

身体活動睡眠で休養

喫煙習慣

食べる速度

何でもかめる

通いの場参加率

歩得ダウンロード

メタボリック
シンドローム該当

2

2

1

1

1
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5
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１１月１９日はおおいた食（ごはん）の日です
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

１１月８日は「大分いい歯の日」、１１月は「大分いい歯の８０２０推進月間」です
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎０９７３ー７６－３８３８

　「食」は心身の健康にとって、基本となる大切な要素です。健康を維持するために「食事をおいしく、バランスよく」
とりましょう。

　大分県内の他の市町村と比較すると九重町は健康度が高いと言われていますが、歯の健康については課題がある
のが現状です。歯と口の健康状態を維持・改善することは全身の健康状態の維持にとって欠かせないことです。

　ごはんやパン、麺などを主材料とする「主食」、肉や魚、卵、大豆・大豆製品を
主材料とする「主菜」、野菜や海藻などを主材料とする「副菜」の３つのお皿を基本
とした献立にすると、多様な食品から、からだに必要な栄養素がバランスよくとれます。

　大分県では、最初に野菜を食べること（まず野菜）、今より７０ｇ多く野菜を食べる
こと（もっと野菜）の推進に取り組んでいます。

　減塩は、高血圧の予防、さらに循環器疾患の予防につながります。
　男女別「１日の目標量」は男性７．５ｇ、女性６．５ｇです（日本人の食事摂取基準２０２０より）。塩や
しょう油の代わりに、かぼすやゆずなどの柑橘類を焼き魚、揚げ物、鍋物などに使うとおいしく減
塩できます。

●１歳６か月児のむし歯保有率が県内ワースト３位
●３歳児のむし歯保有率が県内ワースト１位
　（令和４年度　大分県健康づくり支援課調べ）

　新型コロナウイルス感染症対策で、保健福祉センターでのフッ素塗布事業を健診対象者のみに限定していま
したが、健診対象以外の希望者のフッ素塗布を再開しました。（事前申込み不要です。）
【 実 施 日 】

【 受 付 時 間 】
【 場 所 】
【 対 象 年 齢 】
【持ってくるもの】

毎月第 2 金曜日（祝日等で変更あり）　
※開催しない日もありますので、九重町ホームページでご確認ください
午後１時～午後１時１５分
九重町保健福祉センター
1 歳 3ヶ月から就学前
フッ素塗布記録カード（持っている方）・コップ・歯ブラシ・タオル

①主食、主菜、副菜をそろえた食事

②１日に必要な野菜の摂取量は３５０ｇ！「まず野菜、もっと野菜」

③おいしく減塩１日マイナス３ｇ

九重町の乳幼児期の歯の課題

希望者は保健福祉センターでフッ素塗布ができます！

九重町 県平均

１歳６か月児むし歯保有率 2.44％ 0 .86％

３歳児むし歯保有率 20 .0％ 12 .3％

３～４か月に１度
継続して行うと効果的です

▲大分県ＨＰ

レシピ
も掲載

されて
います

講師：玉井歯科医院　玉井恵子	氏
日時：１１月８日（水）１３時～１４時
場所：保健福祉センター「糖尿病と歯周病の関連について」

公開講座開催（糖尿病から腎臓を守る教室と同時開催）
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シリーズ
『障がい福祉』

93 

親なきあと相談会を開催します
●お問い合わせ　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

　障がいをお持ちの方と暮らすご家族は、自分たちが一緒に暮らせなくなってしまった時のことを不安に思っている方
は多いかと思います。
　生活の場やお金のこと、何をどう備えてよいのか分からずに悩んでいませんか？
　専門の研修を修了した相談員が、一緒に課題を考え様々なサービスを紹介する等、ご本人とご家族が今後安心し
て暮らせるよう、今出来ることを一緒に考える『親なきあと相談会』を開催します。

●日　時　令和５年１１月８日（水）午前９時～正午
●場　所　九重町役場１階１０１会議室
　※予約不要で相談は無料です

どのような『親なきあと』の相談でも構いません。漠然とした不安やまずどこから手を付ければよいのかという悩みでも、お
気軽にご相談ください。

国民年金広場
国民年金保険料は、全額が社会保険料控除の対象です！

●お問い合わせ　　　　　住民課　☎０９７３－７６－３８０２　
日田年金事務所　☎０９７３－２２－６１７４

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、社会保険料控除としてその年の課税所得から控除され、税額が軽
減されます。控除の対象となるのは、令和５年中に納められた保険料の全額です。令和５年中に納められたものであ
れば、過去の年度分の保険料や追納された保険料も控除対象となります。
　本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告の際に、
申告する必要があります。申告の際には、控除額のわかる証明書を添付または保管しておく必要がありますので、下
記の予定でお送りする「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を大事に保管しておいてください。
本年中に納付した国民年金保険料について、社会保険料控除を受けるためには、年末調整や確定申告の際に、申
告する必要があります。申告の際には、控除額のわかる証明書を添付または保管しておく必要がありますので、下記
の予定でお送りする「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を大事に保管しておいてください。

　なお、同一世帯内のご家族の負担すべき国民年金保険料を支払っている場合は、ご自身の国民年金保険料に加え、
その保険料についても控除の申告を行うことができます。
　また、「ねんきんネット」を利用することで、控除証明書の電子データの取得が可能です。受け取った電子データは、
e-Tax での確定申告等や年末調整で利用することができます。

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」に関するご相談は、
ねんきん加入者ダイヤル（☎０５７０－００３－００４）までお願いします。

●令和５年分「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」発送スケジュール

対　象　者 発送時期

① 令和５年１月１日から10月２日までの間に納付された方 令和５年１０月下旬から１１月上旬

② 令和５年１０月３日から１２月３１日までの間に納付された方
（①の対象者は除きます。） 令和６年２月上旬
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支え合いリーダーを募集します！
●お問い合わせ　健康福祉課　☎０９７３－７６－３８２１

みんなで考えよう臓器移植
●お問い合わせ　　　　　　　　　　保健福祉センター　☎０９７３－７６－３８３８

　九重町では、ご近所さんや区長・民生委員の方々で高齢者等の見守り活動が行われていますが、九重町の高齢
化率は４４．４％（令和５年７月末）となり、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯などの見守りを必要とする家庭が増えてき
ています。誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、地域でお互いに支え合い・助け合う仕組みづく
りが必要です。
　そこで、地域のことを考え活動していただく「支え合いリーダー」を今年も募集します。
　ぜひ、あなたの力を地域で活かしてみませんか？

　臓器移植とは、重い病気やケガで機能を失った臓器を、他の人から提供された臓器と入れ替える医療のことです。
移植の対象となる臓器は、心臓、肺、肝臓、腎臓、膵臓、小腸、（眼球）です。
　臓器移植は、適合するドナー（提供者）を見つけることが、非常に困難です。日本では約 1万 6000 人もの待機
者に対し、移植を受けられるのは、年間約 400 人です。
　臓器提供の意思表示は 15 歳以上であればできます。意思表示は、マイナンバーカードや健康保険証などに記入
するか、インターネットで登録するかのどちらかで行えます。
　本人の意思が不明である場合や拒否の意思表示がない場合は、家族の承諾があれば提供できることになっていま
す。逆に、本人の提供の意思表示があっても、家族が「提供しない」という選択をすることも可能です。臓器移植
について詳しくは、公益社団法人日本臓器移植ネットワーク（☎０１２０－７８－１０６９ 平日午前 9 時～午後 5時 30分）
にお問い合わせください。

【 日 時 】	

【 講 座 内 容 】	

【 募 集 締 切 】	
【 申 込 方 法 】　

令和５年１１月中の平日３日間で開催予定
詳細については申込者に対して個別にご連絡いたします。
支え合いリーダーの必要性や活動について
誰もが安心して住み続けられる地域づくりについてなど ( 予定 )
１１月１０日（金）
九重町社会福祉協議会までお申し込みください。
電話での申し込みも可能です。　　　　　　

支え合いリーダー養成講座 ３～４か月に１度
継続して行うと効果的で

臓器移植の現状
自分が脳死・心停止と判断された
場合の臓器提供の意思

出典：移植医療に関する世論調査（令和3年9月調査）

提供したい

39.5%
24.3%
提供したくない

35.8%
どちらとも
いえない

臓器提供の実施の状況

出典：公益社団法人 日本臓器移植ネットワーク
　　　公益財団法人 日本アイバンク協会のデータによる

希望者のうち、
およそ

5%/年

臓器提供に関する意思を
表示している人の割合

出典：移植医療に関する世論調査（令和3年9月調査）

10.2%6.7%
すでに意思表示を
している

3.5%
意思表示したことを
家族などに話している

公益社団法人日本臓器移植ネットワーク　☎０１２０－７８－１０６９
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祭
鏡餅・昆布
野菜（キャベツ・大根・茄子など）
肉（牛・豚・鶏・鹿・猪など）

神様に手で捧げる

＝神様

祭るという字の意味

ふるさとの
 文化財探訪

第113回

『「
祭
る
」と
い
う
食
文
化
』　文

化
財
調
査
員
　
　
佐
　
藤
　
頼
　
久

　

我
が
家
の
食
卓
は
、
ご
飯
と

味
噌
汁
、
そ
し
て
沢
庵
や
菜
っ

葉
の
漬
物
が
普
通
で
し
た
。
穀

物
は
、
米
・
麦
・
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
そ
し
て
大
豆
・
小
豆
を
栽
培

し
て
い
た
。
ご
飯
は
大
麦
と
米

を
混
ぜ
た
麦
飯
が
多
か
っ
た
。

味
噌
汁
は
、
自
家
製
の
大
豆
で

味
噌
を
作
り
、
具
材
と
し
て
は
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
白
菜
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
茄
子
、
里
芋
、

カ
ボ
チ
ャ
等
の
旬
の
野
菜
が
入
る
。
常
時
自
宅

の
梅
で
作
っ
た
梅
干
し
が
あ
り
重
宝
し
て
い
た
。

醤
油
も
自
家
製
の
も
の
を
使
っ
て
い
た
。
た
だ
、

不
味
く
て
買
い
醤
油
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
美

味
し
い
の
で
ご
飯
に
か
け
て
食
べ
て
い
た
。
冬

に
は
祖
母
と
臼
で
引
い
た
大
豆
で
豆
腐
作
り
も

し
た
。
果
物
と
し
て
は
敷
地
内
に
グ
ミ
の
木
を

植
え
て
い
た
の
で
、
木
に
登
っ
て
よ
く
食
べ
た
。

ハ
ラ
ン
キ
ョ
も
好
き
で
よ
く
食
し
た
。
秋
に
は
、

医
者
い
ら
ず
と
言
わ
れ
る
栄
養
価
の
高
い
甘
柿

を
取
り
入
れ
、
渋
柿
は
皮
を
む
き
吊
る
し
柿
に

し
た
り
、
焼
酎
に
浸
し
「
あ
お
し
柿
」
に
し
て

い
た
。
お
菓
子
が
な
か
っ
た
の
で
干
し
柿
は
重

宝
し
て
い
た
。

　

昔
、
牛
乳
が
な
か
っ
た
の
で
、
小
中
学
生
の

頃
山
羊
を
飼
っ
て
い
て
、
乳
搾
り
を
し
て
火
で

暖
め
よ
く
飲
ん
だ
。
蛋
白
質
、
脂
質
、
カ
ル
シ

ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
類
が
豊
富
で
山
羊
の
お
か
げ

で
健
康
を
頂
い
た
。蛋
白
源
と
し
て
は
鶏
を
飼
っ

て
い
て
卵
か
け
ご
飯
に
し
た
り
卵
焼
き
に
し
た

り
し
て
食
べ
た
。そ
の
他
ウ
サ
ギ
汁
、キ
ツ
ネ
汁
、

タ
ヌ
キ
汁
等
々
、
色
々
な
も
の
を
食
べ
さ
せ
ら

れ
た
。
マ
ム
シ
の
焼
酎
漬
け
が
あ
り
、
乾
燥
し

た
も
の
を
フ
リ
カ
ケ
に
し
て
食
べ
た
こ
と
も
あ

る
。
昔
ど
の
家
に
も
役
牛
と
し
て
物
の
運
搬
や

田
お
こ
し
等
に
数
頭
の
牛
を
飼
育
し
て
い
た
。

野
原
に
放
牧
し
て
い
て
事
故
死
し
た
和
牛
を
部

落
の
皆
で
さ
ば
き
、
そ
の
肉
を
皆
に
分
け
て
食

べ
た
時
は
美
味
し
か
っ
た
。
農
薬
が
普
及
し
て

い
な
い
頃
、
川
に
は
、
ど
ん
こ
、
フ
ナ
、
ア
ブ

ラ
メ
そ
し
て
ど
じ
ょ
う
な
ど
魚
が
豊
富
で
そ
の

命
も
頂
い
た
。

　
こ
う
い
っ
た
時
代
背
景
も
あ
り
、餅
や
米
、肉・

野
菜
な
ど
貴
重
な
食
料
を
あ
り
が
た
く
い
た
だ

く
こ
と
を
感
謝
す
る
意
味
で
、
自
宅
の
仏
壇
や

荒
神
様
に
一
度
お
供
え
を
し
て
食
し
て
い
た
。

　
「
祭
る
」
と
い
う
食
文
化
は
今
で
も
日
常
に

残
っ
て
い
る
。
炊
き
立
て
の
白
米「
お
仏
飯(

お

ぶ
っ
ぱ
ん)

」を
お
供
え
し
て
い
る
の
は
わ
が
家

だ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

店
も
な
く
、
自
給
自
足
的
に
種
々
の
知
恵
で

自
家
製
の
も
の
で
お
腹
を
満
た
し
、
そ
れ
な
り

に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た
遠
い
日
の
追
憶
を
懐
か

し
み
な
が
ら
、
今
日
も
仏
壇
に
手
を
合
わ
せ
る
。

　第４回の講座では「人権学習は誰のため？　「寝た子は
起こすな」でいいのか」と題して、公益社団法人大分県人
権・部落差別解消教育研究協議会　事務局　足立哲範さ
んを講師に招きました。講座終了後に書いていただいたアン
ケートでは、『寝た子は起こさないほうがよいと思いますか？』
つまり、部落差別問題を知らない子ども達や大人に対して、
学習などを通して知識を与えないほうがよいと思いますか？と
いう問いに、以下のような記述がありました。（一部抜粋）

・�知らずに過ごしていくことはあり得ない（実際に差別はなくなっ
ていない）。正しいことを知っておかないと、正しく判断でき
ない。
・�知らないままでは、なくならない。子ども達に差別する側になっ

２０２３年度　第４回なるほど “ザ” 人権講座

人権

No.326

てほしくない。
・�正しいことを学習しておけば、間違った考えを見聞きした
ときに、正しく判断することができるから。知らないままだ
と一見、差別がないようでいても、間違った方向に流さ
れてしまうかもしれないから。
・�知識がないまま、ネットなどで情報を得たときに間違った
方を信じてしまう可能性があるから。
・�正しい知識で差別解消のための理解や差別に向き合った
時に正しい考えを持つ事が必要だから。自然解消を待っ
ても、自然解消されない。

　講座を通して、部落差別問題は『自然に無くなる』『何
も知らなければ大丈夫』ではない！との声が多く聞かれまし
た。部落差別を他人事と捉えることなく、すべての人が安
心安全に暮らしていける九重町にするために、しっかりと正
しい知識を身につけ、正しい判断、行動ができるよう備え
る必要があります。社会教育課では引き続き学習機会の
提供に努めます。
　紙面の都合上、詳細について掲載することができませ
んが、ご質問等がございましたら、社会教育課（７６－
３８２３）までお問い合わせ下さい。　　　　　社会教育課

「正しく起こす」ということが大事。子どもと一緒に学ん　�
でいく、様々な情報を得ていく中で正しい方向に進んで
いく力を身につける！

・
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　ほんの森10月号　平日	午前10時～午後６時　土・日	午前９時～午後５時　月・祝	休み　九重町図書館	☎	76−3888

新刊・新着図書案内　～日差しの傾きと日暮れの早さに深まる秋を感じます。静かに本を開いてみませんか？～
●児童図書・コミック
ジャレットのミント・コレクション（魔法の庭シリーズ２５）� あんびるやすこ
願いがかなうふしぎな日記（１～３）� 本田有明
かぜは　どこへいくの� シャーロット・ゾロトウ
つるかめつるかめ� 中脇初枝
運動ですべてがよくなる� 松本麻希
理系脳をつくる�食べられる実験図鑑� 中村陽子
おうちで楽しむ科学実験図鑑� 尾嶋好美
世界の食・農林漁業・環境�１～３� 農文協
くらべて発見くだものの「おなか」１～３� 農文協
中村哲　集英社版・学習まんが� その他多数
●一般図書
夢よ、夢（柳橋の桜４）� 佐伯泰英
青瓜不動（三島屋変調シリーズ９）� 宮部みゆき
むかしむかしあるところに、死体があってもめでたしめでたし。�青柳碧人
本所おけら長屋�外伝� 畠山健二
商う狼� 永井紗耶子
契り橋（あきない世傳金と銀�特別巻�上）� 髙田郁
北のおくりもの（北海道アンソロジー）� 浅田次郎（ほか著）
因果の刀（金春屋ゴメス３）� 西條奈加
可燃物� 米澤穂信
ミステリな食卓（美味しい謎解きアンソロジー）�近藤史恵（ほか著）
ルミネッセンス� 窪美澄
ホテル・カイザリン� 近藤史恵
コンビニオーナーぎりぎり日記� 仁科充乃
年間１００万円の配当金が入ってくる最高の株式投資� 配当太郎
世界はなぜ地獄になるのか� 橘玲

貯金すらまともにできていませんが
この先ずっとお金に困らない方法を教えてください！� 大河内薫
ザイム真理教� 森永卓郎
よくわかる！ＣｈａｔＧＰＴ超入門�
超簡単！ＣｈａｔＧＰＴ仕事で使えるプロンプト� ＡＲＴ　ＮＥＸＴ
熟達論：人はいつまでも学び、成長できる� 為末大
強運脳� 茂木健一郎
自然知能� 外山滋比古
私とは何か� 平野啓一郎
毎日食べてもやせられる！魔法のやせスイーツ� 鈴木沙織
ヤセる満腹系ごはん� 石原彩乃
米粉の料理とおやつ� 農山漁村文化協会
なぜか結果を出す人が勉強以前にやっていること� チームドラゴン桜
ハーバード生たちに学んだ「好き」と「得意」を伸ばす子育てのルール１５�
� 廣津留真理
一緒にいると楽しい人、疲れる人� 有川真由美
シウマの３１日占い　生まれた日にちで性格がわかる！� シウマ
愛か依存か？�最高のパートナーシップを得るために� 井上麻紀子
尿酸値リセット　薬に頼らず痛風発作が防げる！� 細谷龍男
“血糖値”を制して脂肪を落とす！� 薗田憲司
７０歳からのかる～い１分筋トレ＆ストレッチ� 山口晃二
道草ワンダーランド� 多田多恵子
温泉でぽかぽか道の駅全国ガイド�
絶景に泊まる�
るるぶ東京観光　’24�
何度でも泊まりたい温泉宿２０２４年度版� その他多数

『秋の読書週間―イベントのご案内！』
　読書週間の季節がやってきました！ 今年は、４つのイベントをご用意しています。皆さんのご来館をお待ちいたしております。

　３カ月ごとに５００冊を入れ替えている「県立の棚」ですが、今回はご要望の多い大活字本を７０冊以上借りています。１１月
下旬までの期間限定の本です！目が疲れるから…と大好きな読書から離れていた方に好評です。ぜひ、一度お試しください。

●「県立図書館から大活字本をたくさん借りてきました！」

●「おはなし会」 毎月第2土曜日
（10時30分~11時）

▲読んだ本は展示してます▲9月のおはなし会の様子

お
知
ら
せ

　１０月の担当グループは「スター」のみなさん
です。（九重ふるさと祭りのため 10 月 21日に
日程を変更しています。）1１月は「ぷちトマト」

（11/11 予定）のみなさんです。絵本は心の栄養です。たっぷりたく
さん読んであげたいですね！

「図書館マナーのしおり」プレゼント！

Ｋ
コ コ ド ク
ＯＫＯＤＯＫＵｉｎオータム おとな限定 夜の図書館 第十夜

好評！「養老孟司」作品コーナー

うちの図書館じまん×司書のおすすめ本

期間：１０/ ２７（金）～先着１００名様

期日：１１/ ２（木）午後６時３０分～８時３０分　

期間：９/ １５（金）～１１/ ８（水）

期間：１０/ １８（水）～１１/ ８（水）

★図書館が、皆さんに気持ちよくご利用していただける場所である
ために、ぜひ知っていただきたい10 のマナーをイラスト化した「しお
り」を作りました。期間中に本を借りられた、先着１００名の方にプレ
ゼントします。
★今年の読書週間の標語「私のペースでしおりは進む」にちなん
で、ぜひご利用ください。

★１年ぶりのココドクは、記念すべき十回目！
★オススメの本を１冊持ち寄り、お茶をいただきながら本を紹介し
合うゆるい読書会です。
★参加者は一般の方のみ。先着２０名です。
お申込は図書館（７６－３８８８）まで。
申込締切：１0/27（木）

★１０/３１（火）に九重文化センターで講演予定の養老孟司氏の
本を集めて展示しています。もちろん、貸出もしています。
★養老先生が自然や解剖の世界に触れて学んだこと、脳と心の
関係、ものの見方などの作品をこの機会にどうぞ。県立図書館か
らの借り受けと合わせて５０冊以上あります。

★ 「県内公共図書館による共通イベント」としての恒例の企画展
です。
★今年は各図書館の魅力を紹介する「図書館じまん」のパネル
展と各館の司書のおすすめ本（各館５冊）の２本立てです！司書
のコメントから新たな本との出会いがはじまるかも。自館にある本
は展示します。貸出もＯＫ！
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行
政
書
士
会
日
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部

無
料
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会

■�

と
　
き　
11
月
2
日
㈭

　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
　

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■��

内
　
容　

　

 

相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可　

申
請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■ 

お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
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☎
０
９
0‐８
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８
９‐４
６
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）

遺
言
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無
料
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談
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平
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前
９
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１
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後
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時

■
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公
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遺
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の
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土
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・
建
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給
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尊
厳
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ど
の
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の
作
成
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る
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②
会
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定
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契
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認
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等
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相
談　
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相
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公
証
役
場

　
（
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０
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５
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玖
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・
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重
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ひ
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り
親
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※ 

離
婚
を
考
え
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相
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で
す
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相
談　
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松
ま
ゆ
き
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■
面
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養
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増
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日
㈫
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日
、
会
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の
申
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相
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料
）

大
分
県
交
通
事
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談

【
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・
面
接
相
談
】

■�

と
　
き　

月
曜
日
～
金
曜
日
（
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日
、

振
替
休
日
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末
年
始
の
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日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■�

お
問
い
合
わ
せ　

交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

（
☎
０
９
７‐５
０
６‐２
１
６
６
）

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
11
月
14
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
県
西
部
振
興
局

　
（
☎
０
９
７
３‐２
３‐２
２
０
０
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

献
血
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
！

■���

と
　
き　
11
月
27
日
㈪

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

　
※ 

昼
休
憩
の
時
間
は
実
施
で
き
ま
せ
ん　
　

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

■
と
こ
ろ
　
九
重
町
役
場　
玄
関
フ
ロ
ア

■�

お
問
い
合
わ
せ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
3‐７
６‐３
８
３
８
）

ひ
と
り
親
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談
会

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
母
、
寡
婦
の
方

を
対
象
に
無
料
法
律
相
談
会
及
び
面
会
交

流
・
養
育
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■�

と
　
き　
11
月
21
日
㈫

　

午
後
１
時
～
４
時

■
と
こ
ろ
　

　
九
重
町
役
場
３
階

　
３
０
２
会
議
室
、
３
０
４
会
議
室

■��

対
象
者　

▲ＨＰ

イベントの減少により、血液
が不足しています。皆さんの
ご協力をお願いします！
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●　暮らしの情報

お
知
ら
せ

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

　
ご
遺
族
が
少
し
で
も
こ
こ
ろ
の
安
ら
ぎ

を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
い
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■�

対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

れ
た
ご
遺
族

■
と
　
き　
11
月
29
日
㈬

　
　
　
　
　
午
後
２
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ
　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
分
市
）

■
内
　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

　
合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料
（
事
前
申
込
必
要
）

■
申
込
締
切　
11
月
22
日
㈬

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か

　
ら
だ
の
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
９
７
‐
５
４
１
‐
６
２
９
０
）

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
予
定

納
税（
第
２
期
分
）を
お
忘
れ
な
く

　
令
和
５
年
分
の「
所
得
税
及
び
復
興
特
別

所
得
税
」の
予
定
納
税（
第
２
期
分
）の
納
期

限
は
、
11
月
30
日
㈭
で
す
。
納
期
限
ま
で
に

最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で
の
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
な
お
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
か
ら
引

き
落
と
し
と
な
る「
振
替
納
税
」が
大
変
便

利
で
す
。
利
用
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
是
非

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
付
な
ど
の
各
種
キ
ャッ
シ
ュレ
ス
納

付
も
大
変
便
利
な
も
の
と
なって
お
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
納

税
に
関
す
る
総
合
案
内
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

予
定
納
税
と
は
、
前
年
分
の
確
定
申
告

に
基
づ
き
計
算
し
た
予
定
納
税
基
準
額
が

15
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
年
の

「
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
」の一

部
を
あ
ら
か
じ
め
納
付
す
る
制
度
で
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　
　

　
日
田
税
務
署

　
（
☎
０
９
７
３‐２
３‐２
１
３
６
）

　
※
自
動
音
声
案
内

「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」

特
設
サ
イ
ト
開
設
の
ご
案
内

　

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
建
設
業
、
ト
ラ
ッ
ク
・

バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
、
医
師
の「
働

き
方
改
革
」を
進
め
る
た
め
、
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
が
適
用
と
な
り
ま
す
。

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
こ
の
た
び
俳
優
の
小

柴
風
花
さ
ん
を
起
用
し
た
働
き
方
改
革
Ｐ
Ｒ

動
画
シ
リ
ー
ズ「
は
た
ら
き
か
た
ス
ス
メ
」の
第

一
弾
を
公
開
し
ま
し
た
。

　

今
回
公
開
し
た
第一弾
で
は
、
建
設
業
、

運
送
業
で
働
き
方
改
革
を
進
め
る
に
あ
た
っ

て
、
国
民
、
県
民
の
皆
さ
ま
に
知
って
い
た
だ

き
た
い
こ
と
を
総
論
的
に
取
り
上
げ
て
い
ま

す
。

　
今
後
、順
次
「
ト
ラ
ッ
ク
編
」、「
バ
ス
編
」、

「
建
設
業
編
」を
公
開
す
る
予
定
で
す
。

　
動
画
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て
、
建
設
業
、
運

輸
業
が
抱
え
る
課
題
や
、
こ
れ
ら
の
産
業
で

▲
Ｈ
Ｐ

の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
向
け
て
、
国
民
、

県
民
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
内

容
（
ト
ラ
ッ
ク
：
荷
物
の
発
注
・
受
注
へ

の
配
慮
、
バ
ス
：
運
行
へ
の
配
慮
、
建
設
：

工
事
の
発
注
へ
の
配
慮
な
ど
）
を
伝
え
て

い
き
ま
す
。

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
に
対
す

る
無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

　

大
分
県
で
は
、
原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世

の
方
を
対
象
に
、
委
託
医
療
機
関
に
お
い

て
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

■�

健
康
診
断
対
象
者

　

 

両
親
、
又
は
そ
の
ど
ち
ら
か
が
原
子
爆
弾

被
爆
者
で
、
大
分
県
内
に
お
住
い
の
方

■��

申
込
方
法　

　

 

健
康
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
住
所

地
の
保
健
所
に
連
絡
し
て
、
申
込
み
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
日
に
つ

い
て
は
、
保
健
所
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い

■�

申
込
期
間

　
10
月
16
日
㈪
～
11
月
30
日
㈭

■
実
施
期
間

　
11
月
１
日
㈬
～
令
和
６
年
１
月
12
日
㈮

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ　

　
西
部
保
健
所

　
（
☎
０
９
７
３‐２
３‐３
１
３
３
）

大
分
県
最
低
賃
金
を

「
時
間
額
８
９
９
円
」
に
改
定

　
大
分
県（
地
域
別
）最
低
賃
金
を
、
本
年

10
月
６
日
か
ら
、
現
行
の「
時
間
額
８
５
４

円
」か
ら「
時
間
額
８
９
９
円
」に
改
定
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア

ル
バ
イ
ト
を
含
む
大
分
県
内
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
大
分
労
働
局
労
働
基
準
部　
賃
金
室

　
（
☎
０
９
７‐５
３
６‐３
２
１
５
）

試
験
・
講
習
会

県
立
盲
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

■
募
集
対
象

・ 

両
眼
の
視
力
が
お
お
む
ね
０.

３
未
満
の

者
、
ま
た
は
視
力
以
外
の
視
機
能
障
が
い

が
高
度
な
者
の
う
ち
拡
大
鏡
等
の
使
用
に

よ
っ
て
も
通
常
の
文
字
、
図
形
等
の
視
覚

に
よ
る
認
識
が
不
可
能
又
は
著
し
く
困
難

な
程
度
の
者
。

・ 

視
覚
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、
他

の
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・ 

知
的
障
が
い
を
主
た
る
障
が
い
と
し
、
視

覚
障
が
い
を
併
せ
有
す
る
者

・ 

大
分
県
内
に
在
住
し
、
平
成
30
年
４
月

２
日
か
ら
令
和
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
幼
児

■��

出
願
受
付
期
間

　

 

令
和
６
年
１
月
５
日
㈮
～
１
月
12
日
㈮　

の
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

　
※
土
日
祝
日
は
除
く

■
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　

 

令
和
６
年
１
月
15
日
㈪
～
１
月
18
日
㈭

の
午
後
３
時
～
午
後
４
時

▲ＨＰ

▲ＨＰ
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「玖珠美山高校インターンシップ」
問　玖珠消防署　警防係　☎�72ー2141

　令和５年８月１～２日に、大分県立玖珠美山高等
学校普通科２年生、衛藤太晟さん、土井天満さん、
近藤春登さんの３名が、玖珠消防署へインターン
シップ（職場体験）に来てくれました。
　３人には、実際に消防職員が使用する防火服や
救助服に着替えてもらい、炎天下の中、放水訓練
や救助訓練を体験してもらいました。
　また、２日目には、心肺蘇生法やＡＥＤ等の取り
扱いを学ぶ講習を受講してもらい、講習修了後に

【普通救命講習修了証】を授与いたしました。
　過酷な訓練にも、弱音を吐かず最後までやり遂げ
た彼らが、将来、消防士となって玖珠消防署で勤
務してくれることを願っています。

こちらこちら
119番119番

暮らしの情報　●

フ
ォ
ー
ム
技
術
科
／
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間

　
10
月
23
日
㈪
～
12
月
４
日
㈪

■
訓
練
期
間　

　
令
和
６
年
１
月
５
日
㈮
～
７
月
29
日
㈪

■
そ
の
他

　
11
月
14
日
㈫
・
28
日
㈫
に
説
明
会
実
施

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

　
（
☎
０
９
７‐５
２
９‐８
６
１
５
）

中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
た
め

の
手
話
講
座

■�

対
　
象　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
る
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者

　
（
申
請
中
も
可
）

　

 
※ 
聞
こ
え
に
く
い
た
め
に
手
話
学
習
を

希
望
さ
れ
る
方
は（
手
帳
の
な
い
場
合

も
）一度
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■�

と
　
き

　

 

11
月
４
日
㈯
～
令
和
６
年
２
月
３
日
㈯　
　

全
10
回　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

　
大
分
県
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー　

■
定
　
員　
８
人
（
先
着
順
）

■
受
講
料　

　
無
料
（
資
料
代
実
費
８
０
０
円
）

■�

そ
の
他　
講
座
の
内
容
を
文
字
に
書
き
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
す
要
約
筆
記
を
準
備
し

て
い
ま
す
。
難
聴
の
方
も
安
心
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先　

　

 

社
会
福
祉
法
人　
大
分
県
聴
覚
障
害
者

協
会

　
（
☎
０
９
７‐５
５
１‐２
１
５
２
）

　
（
F
A
X
０
９
７‐５
５
６‐０
５
５
６
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
立
盲
学
校

　
（
☎
０
９
７‐５
３
２‐２
６
３
８
）

消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習

■��

講
習
対
象
者　

　

 

消
防
法
施
行
規
則
第
31
条
の
６
第
６
項

及
び
平
成
12
年
消
防
庁
告
示
第
11
号
に

規
定
す
る
受
講
資
格
を
有
す
る
者

■
講
習
実
施
日

　
第
１
種
：
令
和
６
年
１
月
17
日
㈬
～　
　
　

　
　
　
　
　　
１
月
19
日
㈮
３
日
間

　
第
２
種
： 

令
和
６
年
１
月
31
日
㈬
～

２
月
２
日
㈮
３
日
間

■
と
こ
ろ　

　

 

Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

　
（
大
分
市
）

■
定
　
員　
各
35
人

■
申
請（
受
付
）期
間　

　
11
月
13
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮

■
受
講
料

・ 

第
１
種
、
第
２
種
の
区
分
ご
と
に
３
２
，

３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

・
合
否
判
定
通
知
郵
送
料
84
円
が
必
要

■�

申
請
書
配
布
場
所　
大
分
市
消
防
局
、

各
消
防
本
部
、（
一
財
）
大
分
県
消
防

設
備
安
全
協
会

■�

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
（一財
）大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

　
（
☎
０
９
７‐５
３
７‐３
１
２
５
）

受
講
料
無
料
！
１
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

■
募
集
コ
ー
ス

　

 

３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
／
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ
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今
月
の
優
秀
句

今
月
の
優
秀
句下

五
の
平
仮
名
表
記
は
意
図
的
で
し
ょ
う
か
。「
秋
が
来
た
」

「
飽
き
が
来
た
」。
中
七
の「
き
た
き
り
す
ず
め
」も
意
味
深
。

俳
句
も
こ
ん
な
楽
し
み
方
が
あ
る
よ
と
い
う
お
手
本
。

中
七
の「
出
番
だ
出
番
」で
コ
ン
バ
イ
ン
の
音
が
聞
こ
え
て
き

そ
う
。
リ
ズ
ム
感
が
い
い
と
読
者
の
共
感
度
は
高
ま
り
ま
す

ね
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
髪
の
毛
を
見
て
、
秋
の
色
み
た
い
と
思
っ

た
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。
気
が
付
い
た
ら
ち
ゃ
ん
と
し
た

五
七
五
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
拍
手
。

　
「
月
夜
」は
秋
の
月
の
こ
と
。
雪
月
花
と
い
う
と

お
り
、
春
の
花
冬
の
雪
と
と
も
に
日
本
の
四
季
を

代
表
す
る
。
戸
締
ま
り
を
し
よ
う
と
戸
を
閉
め
に

い
た
っ
た
ら
美
し
い
月
が
夜
空
に
。
そ
の
瞬
時
を

五
・
七
・
五
に
し
ま
し
た
。
情
景
が
目
の
前
に
浮
か

び
ま
す
。
共
感
度
の
高
い
一
句
で
す
。

無
精
者
き
た
き
り
す
ず
め
の
あ
き
が
き
た

稲
穂
垂
れ
出
番
だ
出
番
コ
ン
バ
イ
ン

婆
ち
ゃ
ん
の
髪
の
毛
の
色
秋
で
す
ね

戸
締
ま
り
の
手
を
止
め
仰
ぐ
月
夜
か
な　佐

藤　

次
江

永
松 
左
世
美

時
松 

ヤ
ス
コ

安
部 

陽
葉
里

月
つ き よ

夜

（
句
評
）
今
月
も
楽
し
い
句
が
集
合
で
す
。
難
し
い
表
現
や
言
葉
を
意
識

せ
ず
、
思
っ
た
こ
と
を
そ
の
ま
ま
ま
ず
書
い
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

た
だ
俳
句
は
リ
ズ
ム
感
、
韻
律
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
お
忘
れ
な
き

よ
う
。十
月
は「
秋
ず
ん
ず
ん
」で
す
。元
気
溢
れ
る
句
を
お
待
ち
し
ま
す
。　

（
選
者
）

（
お
知
ら
せ
）十
一
月
号
の
締
切
で
す
。十
月
二
十
日（
必
着
）で

ポ
ス
ト
イ
ン
お
願
い
し
ま
す
。読
者
俳
句
の
関
す
る
ご
意
見
ご

要
望
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
編
集
担
当
）

硯
洗
う
心
も
洗
う
米
寿
か
な 

泉　

渓

ド
ク
タ
ー
イ
エ
ロ
ー
走
り
去
る
賢
治
の
忌 

豊　

國

名
月
や
け
ん
玉
一
回
成
功
す 

律 

子

敬
老
の
日
な
ぜ
か
素
直
に
喜
べ
ぬ 

重　

吉

秋
さ
び
し
亡
母
と
の
会
話
夢
の
中 

八
千
子 

そ
の
昔
君
と
眺
め
し
天
の
川 

好　

美

今
年
酒
恵
良
と
い
う
名
の
駅
に
立
つ 

直  

人　

鹿
の
網
抜
け
て
小
鹿
の
走
り
く
る 

 

き
く
み

無
花
果
の
一
品
添
え
る
朝
の
膳 

勝　

子

征
服
さ
る
こ
の
世
は
す
べ
て
葛
の
葉
に 

則　

子

鬼
灯
を
鳴
ら
し
た
昭
和
懐
か
し
む  

良　

子

花
野
来
て
逢
い
た
き
人
の
背
中
追
う 
恵　

子

迎
え
火
を
集
め
て
灯
す
岐
阜
提
灯 
文　

子

幾
千
万
翅
の
震
え
し
闇
ラ
イ
ブ 

香　

 
澄 

露
天
風
呂
湯
桶
に
揺
れ
る
星
ひ
と
つ 

桐 　

友

ゴ
ム
緩
む
絣
の
も
ん
ぺ
え
ご
の
花 

末  

子

小
鳥
逝
く
妻
の
叫
び
や
彼
岸
花 

干　

城

我
も
我
も
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
食
す
子
ら 

春  

蘭

神
様
は
今
は
お
留
守
よ
神
無
月 

チ
ズ
子 

三
日
月
や
乙
女
の
顔
の
匂
い
立
つ 

ト
シ
子 

吾
亦
紅
友
と
再
会
喫
茶
店 

ム
ツ
子 

楽
し
み
に
植
え
た
も
の
よ
り
草
が
の
び 

孟　

一

虫
す
だ
く
し
ば
し
手
を
止
め
聞
き
惚
れ
る 

恒　

己

板
の
間
に
ご
ろ
り
寝
転
び
星
涼
し 

純  

子

一
年
生
●
武
石
真
綿

立
秋
や
葉
っ
ぱ
が
躍
る
長
者
原

「
や
」で
切
っ
て
名
詞
で
止
め
る
俳
句
の
基
本
で
す
。
お
上
手
。

一
年
生
●
重
松
麟
太
郎 

風
鈴
が
静
か
に
風
を
ま
っ
て
い
る

風
鈴
が
静
か
に
風
を
ま
っ
て
い
る
と
い
う
擬
人
化
法
。
お
見
事
。

二
年
生
●
河
野
紗
奈 

喧
嘩
す
る
ぼ
く
ら
の
よ
う
だ
な
カ
ブ
ト
ム
シ

中
七
の「
ぼ
く
ら
の
よ
う
だ
な
」が
効
果
的
。

中
学
生
時
代
の
友
は
永
遠
。

二
年
生
●
松
原
悠
月 

梅
雨
入
り
や
友
と
な
ら
ん
で
入
る
傘

「
な
ら
ん
で
入
る
」
で
も
う
仲
の
よ
い
友
達
と
い
う
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

三
年
生
●
佐
藤
菜
央

空
見
上
げ
指
で
な
ぞ
っ
た
白
鳥
座

夜
空
の
星
を
な
ぞ
る
。
な
ん
と
い
い
表
現
力
。
情
景
が
見
え
ま
す
。

三
年
生
●
田
中
聖
人  

手
の
ひ
ら
に
向
日
葵
の
た
ね
友
の
数

向
日
葵
の
種
は
無
数
。
友
達
も
た
く
さ
ん
と
い
う
こ
と
を
比
喩
。

佳
い
句
で
す
。

読

者

俳

句

佳
作
佳
作

　
二
十
四
席

　
二
十
四
席

緑
陽
中
学
校
俳
句
大
会
２
０
２
３

作
品
集
か
ら
印
象
に
残
る
句
の
紹
介
で
す
。

記

歳

時
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広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

10
月

号
令
和
５
年
10月

17日
発
行（
通
巻
809号

）
発
行
・
九
重
町
役
場
情
報
デ
ジ
タ
ル
推
進
課

〒
879 -4895　

大
分
県
玖
珠
郡
九
重
町
大
字
後
野
上８番

地
の１

☎
	0973 -76 -2111	

印
刷・株

式
会
社
佐
伯
コ
ミュニ

ケ
ー
ション

ズ

10
月
・
11
月
の
休
日
当
番
医

<発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について>
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　コロナ発熱・受診相談ダイヤル（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 7 3 - 3 0 1 5

★都合で変更する場合があります。

急な病気、心の不調、育児、
介護などご相談ください●ここのえ健康ダイヤル　　　0120-511-658 (24時間年中無休無料健康相談)�

フリーダイヤル

町の面積／ 271.37㎢　　　
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ
鳥／カッコウ

10月生まれ

比
	 ひ ら
良	颯

そうすけ
佑	さん

（保護者：比
ひ ら
良暢
まさおみ
臣）

1歳 髙
たかくら
倉	心

ここ な
那	さん

（保護者：髙
たかくら
倉佑
ゆうすけ
介）

2歳

１歳~３歳の誕生日を迎える、九重町に住所があるお子さんが対象です。
詳しくは九重町ホームページをご覧ください。

問	情報デジタル推進課 ( ☎ 76-3874)

11月がお誕生日のお子さん
10月２7日（金）

12月がお誕生日のお子さん
11月２7日（月）

応募締切

人�の�動�き
　９月1日～９月末日届出分

�人口と世帯
人口 8,551 人 （-24）
男 4,123 人 （-15）
女 4,428 人 （ - 9 ）
世帯 3,886世帯 （-10）

（　）は前月からの増減

▲応募フオーム ▲九重町ＨＰ

110 交通安全 2023.9月末
町内地区別事故発生状況

地区別
人身事故 物損

事故
件数
計死者 負傷者 件数

東飯田 3 2 24 26
野 上 1 1 40 41
飯 田 2 4 6 109 115
南山田 1 16 10 59 69
計 3 24 19 232 251

弔慰
（敬称略）

お悔やみ申し上げます
おなまえ 年齢 行政区

安
あ べ
部ヒ

ひ さ こ
サ子 ９１ 書 曲 二

宇
う さ
佐　 浩

ひ ろ あ き
明 ８６ 南 区

梅
う め き
木　 留

る み
美 ６６ 陣の内上

衛
え と う
藤ト

と し え
シヱ ９２ 北 方 下

小
お の
野喜

き く よ
久代 ８８ 川 西 三

河
かわうち
内　 瑛

え い こ
子 ８５ 潜 石

武
たけいし
石　 皐

さ つ き
月 ９３ 川 西 三

鶴
つるはら
原や

や す こ
す子 ６８ 下 尾 本

甲
か い
斐　 孝

た か こ
子 ８９ 北 方 上

●

病

院

月 日 医院名 住所 電話番号 � ●
歯
科
医

月 日 医院名 市町 電話番号
10月 15日 三池循環器内科クリニック 塚 脇 72-6101 � 10月 15日 もちまつ歯科医院 日田市 0973-22-8071

22日 友 成（ 町 田 ） 医 院 町 田 78-8811 22日 玉 井 歯 科 医 院 恵 良 0973-76-2018
29日 小 中 病 院 塚 脇 72-2167 � 29日 ご とう 歯 科 医 院 日田市 0973-22-0002

11月 3日 高 田 病 院 春日町 72-2135 � 11月 3日 北 山 歯 科 医 院 日田市 0973-52-3553
5日 長内科小児科胃腸科医院 春日町 72-2143 � 5日 村 山 歯 科 医 院 日田市 0973-22-3303
12日 荒 木 医 院 森 72-2466 � 12日 吉 武 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0615
19日 北山田クリニック 北山田 73-2030 � 19日 合 原 歯 科 医 院 日田市 0973-22-5305
23日 矢 原 医 院 野 上 77-6121 23日 石 井 歯 科 医 院 日田市 0973-24-6886
26日 玖 珠 記 念 病 院 塚 脇 72-1127 26日 相 良 歯 科 医 院 玖珠町 0973-72-0214

「九重町職員の度重なる不祥事に対するお詫び」
　職員による補助金申請の放置や業務遅延など、度重なる職員の不祥事が発生し、私自身も責任を痛感しているとと
もに、町民の皆さまの町政に対する信頼を、著しく失墜させ、多大なるご迷惑をおかけしましたことを心よりお詫び申し
上げます。
　関係職員については、行政処分として減給等の懲戒処分を行い、町政運営を指揮監督する責任を重く受け止め、
私と副町長についても自らの判断で給料の減額を行いました。
　今後、職員一同、基本に立ち返り、九重町のために職務を誠心誠意遂行することで、一日も早い町政に対する信頼
回復を図ってまいります。

九重町長　日野　康志
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